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１、中小企業の人手不足と「防衛的賃上げ」 

＝本格デビュー＝ 

 花粉の季節真っ只中。

今では日本人の４割程度

が花粉症だと言われてい

ますね。 

 以前から花粉症の私

は、1月下旬には、しっか

り耳鼻科に行き、対策を

講じておりましたので、ツ

ライ時もあるとはいえ、そ

れなりに過ごしていまし

た。そして３月に入り少し

経った頃、もう一人の代

表Ｋ氏が、「日曜日、鼻水

が止まらなかった…。」と

話してくれました。折しも

その日は、私も鼻水が止

まらず、しんどかったので

す！！そうです、Ｋ氏も花

粉症だったのです。 

 昨年も「少し目がかゆ

い」とか、「くしゃみが出る」

と言いつつも、Ｋ氏は花粉

症であるとは、かたくなに

認めていなかったのです

が、さすがに今年は本人

も認め、花粉症本格デ

ビューを果たしました！！ 

 めでたくないデビューで

はありますが、花粉症の

スタッフともども、この季節

を乗り切りたいと思いま

す。        （川東） 

 日本商工会議所・東京商工会議所は、

２月１４日「中小企業の人手不足、賃金・

最低賃金に関する調査」の集計結果を

発表しました。 

 

◆人手が「不足している」は６５.６％ 

 「人手不足の状況および対応」の設問

では、人手が「不足している」と答えた企

業は、前年比１.３ポイント増の６５.６％に

上り、３社に２社が人手不足という深刻な

状況が依然続いています。 

 業種別にみると、「２０２４問題」への対

応が求められる建設業（７８.９％）や運輸

業（７７.３％）、労働集約型の介護・看護

業（７６.９％）で「不足している」とする企業

の割合が８割近くと高く、最も低い製造業

（５７.８％）でも約６割が「不足している」と

回答しており、あらゆる業種で人手不足の

状況にあることがうかがえます。 

 

◆２０２４年度に「賃上げを実施予定」の

企業は６割超 

 こうした中で、２０２４年度に「賃上げを

実施予定」と回答した企業の割合は、昨

年度の５８.２％から６１.３％へと６割を超

えており、賃上げに取り組む企業は着実

に増加しています。 

 ただ、そのうち「業績の改善がみられな

いが、賃上げを実施予定」が６０.３％で、

６割の企業が『防衛的賃上げ』に迫られて

いる状況です。 

 

◆「最低賃金を下回ったため、賃金を引

上げた」企業は３８.４％ 

 ２０２３年１０月の最低賃金引上げを受

け、「最低賃金を下回ったため、賃金を引

上げた」企業（直接的な影響を受けた企

業）は３８.４％と、昨年度から０.４ポイント

低下したものの、引き続き高い水準となり

ました。 

 一方、人手不足や物価上昇が進む中、

「最低賃金を上回っていたが、賃金を引

上げた」企業は２９.８％と、昨年度から５.２

ポイント増え、こちらは２０１７年の調査開

始以降で最も高い割合でした。 

 

 自社の賃金検討の際、ご参考ください。 

 

【日本商工会議所・東京商工会議所「中

小企業の人手不足、賃金・最低賃金に関

する調査」集計結果】 

https://
www.jcci.or.jp/20240214_survey_relea
se.pdf 
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＝季節のコラム＝ 

 春はいよいよ本番。色々

な花が盛りを迎えますが、

チョウの形の花をいくつもつ

ける「フジ」もその一つ。 

  日本の固有種であり、

「万葉集」にも数多く詠わ

れ、「枕草子」では『めでた

きもの』とされています。牧

野富太郎博士によって、

命名された学名は「ノダフ

ジ」。これは摂津国野田村

（現在は大阪市）の地名に

由来します。この「野田の

藤」は、室町時代、第２代

将軍の足利義詮がわざわ

ざ見にきたとも、豊臣秀吉

が花見に来たとも言われ、

江 戸 時 代 に は 「 吉 野 の

桜」、「高尾の紅葉」と並び

称されていました。 

 秋にはマメ科の植物らしく

サヤが熟し、乾燥すると種

子を飛び散らせますが、そ

の速さは、秒速10 mにも

なると、寺田寅彦が随筆に

書いています。  （鹿島) 

２、６６歳以降も生活のために働く人が増加  

◆生活設計と年金に関する世論調査 

 内閣府は３月１日、「生活設計と年金に関

する世論調査」の結果概要を公表しまし

た。これは、今後の施策の参考とすべく、老

後の生活設計や、公的年金制度・私的年

金制度への意識・ニーズについて調査した

ものです（全国１８歳以上の男女対象、有

効回収数２,８３３人）。前回は平成３０年に

実施されており、５年ぶりの調査となりまし

た。 

 

◆６６歳以上も「生活のために」働く人の割

合が増加 

 老後の生活設計について、 

「何歳まで仕事をしたいか（またはしたか）」

という設問への回答は、 

 ５１歳～６０歳が１４.８％ 

 ６１歳～６５歳が２８.５％ 

 ６６歳～７０歳が２１.５％ となりました。 

 ちなみに７１歳以上でも働きたい(働いた)

という人の割合は合計で２１.１％。そのため

６６歳以降も働きたいという人は、計４２.６％

に上り、前回調査より５ポイント上昇していま

す。 

 その働く理由は「生活の糧を得るため」

の割合が７５.２％と最多で、老後の生活

資金の不足分を働くことでまかなう、という

意識の高まりがうかがえます。 

 また、厚生年金を受け取る年齢になっ

たときの働き方に関する設問では、 

「年金額が減らないように、就業時間を調

整しながら会社などで働く」（４４.４％）とい

う回答が最も多くなりました。 

 今回の調査からは、就労、公的年金、

貯蓄を組み合わせて生活設計をするとい

う方が多いことがわかります。 

 人口減少が加速する中で、企業として

も、働く人々のこうした意識をくみ取りなが

ら、安心・安全に働き続けられる制度を考

えていく必要があるでしょう。 

 

【内閣府「生活設計と年金に関する世論

調査」の概要】 

https://survey.gov-online.go.jp/r05/

r05-nenkin/gairyaku.pdf 
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３、今月のおすすめ本 
 自分は差別なんてしていないと思ってい

ても無意識にそうしていることも…、と考え

させられました。 

 ぜひ、読んでみて下さい。   （川端） 

 今月は「手紙」（東野圭吾／文春文庫）

をご紹介します。 

 強盗殺人犯を兄に持ったという境遇が、

主人公から人生におけるすべてのもの（就

職、結婚、子供の生活、夢）を奪っていき

ます。 

 犯罪加害者の家族が、社会から受ける

『差別』。主人公に同情しながらも無意識

に遠ざけ、関わらないようにしてしまう。 

 読み進めるうちに、「あなたはそんなこと

をしていないか」と、問われているような気

持ちになり、ふと、『アンコンシャスバイアス

（無意識の偏見）』という言葉を思い出しま

した。 


